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「全国書誌」から「全国書誌データ」へ：全
国書誌提供サービスの「これまで」と「いま」
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1. はじめに
全国書誌とは「ある一国で刊行されたすべての出版

物を網羅的、包括的に収録した書誌」（1）であり、日本
の全国書誌については国立国会図書館法（1948 年 2 月
公布）第 7 条で「館長は、一年を超えない期間ごとに、
前期間中に日本国内で刊行された出版物の目録又は索
引を作成し、国民が利用しやすい方法により提供する
ものとする。」と規定している（以下、「全国書誌」は

「日本の全国書誌」の意味で用いる）。2024 年 1 月にリ
ニューアルした国立国会図書館サーチ（NDL サーチ；
CA2068 参照）のサブ検索画面として公開した「全国
書誌データ検索」（2）もその一環であるが、現在の全国
書誌は主にデジタルデータとして提供している（以下

「全国書誌データ」）。
本稿では、まずデータでの提供形態への変化とい

う観点で全国書誌提供の流れを説明し、次に全国書誌
データ提供サービスの現状について紹介したい。

2.	「全国書誌」から「全国書誌データ」へ：全国書誌提
供サービスの「これまで」
本章では、当初は紙形態で提供した「全国書誌」が

「全国書誌データ」へと変化し、利便性やアクセスの
向上を図るなかで次第に提供形態が変遷した流れを説
明する。全国書誌の通史については既に複数の記事が
あり（3）、また 2023 年 9 月に年表を国立国会図書館ウェ
ブページに掲載した（4）ので、そちらを参照されたい。

まず、1948 年 10 月に全国書誌提供の第一歩となる
『納本月報』が刊行され、しばらくは冊子や印刷カー
ドといった紙形態での提供が続いた。その後、1981 年
4 月に全国書誌の機械可読形式である JAPAN/MARC
の頒布を開始したことで「全国書誌データ」の提供が
始まり、紙形態の『日本全国書誌』（『納本月報』の後
継誌。週刊）やカードの提供と、デジタル形態（磁気テー
プや CD-ROM 等の媒体（5））の JAPAN/MARC の提供
が並立することとなった。

2002 年 4 月には、『日本全国書誌』のホームページ
版（HTML 形式ファイルを週次で掲載）の提供が始
まり、冊子版のほかにウェブ上でも全国書誌データに
アクセスすることが可能となった。同時期に蔵書目録
を提供する「Web-OPAC」も公開（2000 年 3 月）す

る等、書誌データのウェブ上での提供が進展していく
状況に伴い、2007 年 3 月に国立国会図書館法第 7 条を
改正し、全国書誌の提供手段を「出版」から「国民が
利用しやすい方法」に改め、ウェブ等さまざまな形態
での提供に対応できるようになった。同年、『日本全
国書誌』冊子版は終刊し、紙形態での全国書誌の提供
は終了した（6）。

その後、『日本全国書誌』ホームページ版は 2011
年 11 月に提供を終了したが、2012 年 1 月に公開した

「NDL-OPAC」の中で「全国書誌提供サービス」（7）を開
始した。これにより、全国書誌データは冊子体と同様
のリストを掲載する形態からデータベースでの提供に
変わり、書誌データを MARC 等の形式でダウンロー
ドすることもできるようになった。また、2014 年には
NDL サーチの API（外部提供インタフェース）のデー
タプロバイダ「NDL 全国書誌情報」の提供も開始し
た。「全国書誌提供サービス」は 2020 年 12 月で提供
を終了し、全国書誌に特化したデータベースの提供は
一時的に休止することとなった。以後、全国書誌デー
タは NDL サーチや国立国会図書館オンラインが提供
する書誌データの部分集合として、あるいは JAPAN/
MARC として提供していたが、2024 年 1 月に前述の
とおり「全国書誌データ検索」の提供を開始した。

3. 全国書誌データ提供サービスの「いま」
前章で紹介したとおり、1948 年に提供を開始した全

国書誌は、JAPAN/MARC（1981 年）やホームペー
ジ版（2002 年）を契機として「データ」としての提供
に軸足を移していき、現在の提供状況につながってい
る。本章では 2024 年 1 月に公開した「全国書誌デー
タ検索」を始めとした各種提供サービスや、その利活
用状況等、全国書誌データ提供サービスの現状を紹介
する。

3.1 全国書誌データ検索
全国書誌データ検索は、前述のとおり NDL サーチ

のサブ検索画面であり、データベースは NDL サーチ
と共有しているが、対象となる書誌データを全国書誌
データ（8）及び新着書誌情報に限定している。また、検
索機能の大部分と書誌ダウンロード機能は NDL サー
チと共通の仕様となっており、書誌詳細画面に至って
は完全に同一である。そのため、NDL サーチの利用
経験があれば同じ感覚で利用することが可能である。
なお、新着書誌情報とは作成中の全国書誌データ（一
部（9）を除く）を提供するものであり、全国書誌の要件
の一つである「速報性」（10）を補うために 2010 年 10 月
から提供している。

検索機能の仕様の大部分は NDL サーチと共通する＊	収集書誌部収集・書誌調整課
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一方、独自の検索項目（例えば書誌データ完成日（11）

や官庁出版物での絞込み等）も設けている。また独自
の検索仕様として ISBN 一括検索機能があり（12）、図書
館等が全国書誌データを利用して資料を整理する際、
バーコードリーダー等で ISBN を連続的に読み込み、
まとめて検索する作業を考慮している。

検索結果の書誌データは MARC 等の形式で一括し
てダウンロードすることができる（最大 5,000 件）。書
誌ダウンロード機能の仕様は NDL サーチと同一であ
るが、MARC 形式と MARC タグ形式での提供は国立
国会図書館が作成した書誌データ（オンライン資料を
除く）に限られるため、他機関やオンライン資料の書
誌データも対象とする NDL サーチで検索した場合、
一部の書誌データが MARC 形式に対応していない可
能性がある。そのため MARC 形式のデータの取得を
希望する場合は、全国書誌データ検索の方が安定した
ダウンロードができる。「全国書誌提供サービス」と
同時に終了していた、MARC 形式の書誌データを一
括でダウンロードする機能の再実装は、国立国会図
書館の書誌データ提供事業の中でも特に重要視してお
り、「国立国会図書館書誌データ作成・提供計画 2021-
2025」（「書誌計画 2025」; CA2006 参照）において取組
事項に挙げていたが、それが実現したことになる（13）。

　
3.2 NDL サーチで提供する API

NDL サーチは API（14）でも書誌データを提供してお
り、細かい検索条件をリクエストできる検索用 API

（SRU 等）と、日付やデータの属性等によりデータを
まとめて取得するハーベスト用 API（OAI-PMH）が
ある。どちらもデータプロバイダ「国立国会図書館全
国書誌情報」（iss-ndl-opac-national）（15）を指定するこ
とで、全国書誌データに限定して取得できる。なお、
返戻データの形式は DC-NDL（RDF）等の XML や
HTML となり、MARC には対応していない。NDL サー
チのヘルプ内に API の仕様の詳細を掲載している（16）。

API をアプリケーションやツールに組み込めば、全
国書誌データを手軽に利用することが可能になる。現
在、多くの図書館システムが API に対応しており（17）、
各種の図書館で利用されている。

3.3 JAPAN/MARC（M/S）
JAPAN/MARC（M/S） は 全 国 書 誌 デ ー タ を

ISO2709準拠の機械可読形式であるMARCフォーマッ
トで提供するサービスである（18）。1981 年の JAPAN/
MARC頒布開始は全国書誌をデータとして提供する流
れの契機となり、40 年以上継続している息の長いサー
ビ ス と な っ た。 現 在 は、JAPAN/MARC MARC21
フォーマット（19）を採用し、週次でデータをウェブペー

ジ上に掲載し（20）、申込みに応じて全件データも提供し
ている。

JAPAN/MARC（M/S）全件データは日本のこれま
での出版物のバルクデータという側面も備えており、
図書館だけでなく、出版物に関する研究や読書関連ア
プリケーションの開発等にも利用されている。また、
JAPAN/MARC（M/S）は世界最大の書誌ユーティリ
ティである OCLC にも提供しており、OCLC の各種
サービスを通じて全世界で利用されている。

3.4 全国書誌（電子書籍・電子雑誌編）
ここまで紹介してきた全国書誌は冊子等の有形の出

版物が収録対象であり、オンライン刊行資料は収録対
象としていない。オンライン資料については、2014 年
から別途「全国書誌（電子書籍・電子雑誌編）」を提
供しており、国立国会図書館が収集した国内のオンラ
イン資料（電子書籍・電子雑誌）の書誌データ（21）を収
録対象としている。

現在は二つの方法で提供しており、一つ目は「全国
書誌（電子書籍・電子雑誌編）データ検索」である。「全
国書誌データ検索」と同じ NDL サーチのサブ検索画
面だが、書誌データ登録日等の独自の検索項目も設定
しており、書誌データをダウンロードすることもでき
る。二つ目は「全国書誌（電子書籍・電子雑誌編）ファ
イル一覧」であり、新規公開データのリスト（TSV 形式）
を週次でウェブページに掲載している（22）。

4. おわりに
全国書誌は各時代の状況に合わせて、多くの人が利

用しやすいよう、提供形態を変化させながら提供して
きた。「全国書誌データ検索」が公開された現在、提
供状況はこれまでになく充実しているが、例えば前述
の「書誌計画 2025」の取組事項の中には、「リンクトデー
タの機能を実現できる新たな書誌フレームワークとし
て海外で普及しつつある BIBFRAME を基礎とした書
誌データの提供に向けて検討を行う。」（23）（BIBFRAME
については E1386 参照）という点がある等、まだまだ
課題も残る。全国書誌データの提供は、今後も情報環
境の変化に対応して進化していくであろう。
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